
今月の町税など
口座振替日

【納期限】5 月 2 日㈪
●固定資産税（1 期）
●上下水道料金（1 期）
●保育料（4 月分）
※ 振替日の前日（営業日）まで

にご入金ください。
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棄
損
や
侮
辱

罪
な
ど
の
罪

に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の

S
N
S
に
は

誹
謗
中
傷
を
禁
じ
る
利
用
規
約
が

あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
使

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

●�
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
こ
と
は

安
全
に
直
結
す
る

　
無
料
の
占
い
サ
イ
ト
や
ゲ
ー
ム

な
ど
を
装
い
、
犯
罪
に
悪
用
す
る

目
的
で
個
人
情
報
を
搾
取
す
る

サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
が
あ
り
ま
す
。

「
ID
＝
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」「
パ
ス

ワ
ー
ド
＝
生
年
月
日
」
は
危
険
で

す
。
文
字
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え

る
よ
う
、
注
意
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

問
八
女
警
察
署
少
年
係

☎
0
9
4
3・2
2・5
1
1
0

　
社
協
へ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

頂
い
た
寄
付
は
、
地
域
福
祉
の
た

め
有
意
義
に
活
用
し
ま
す
。

▼
香
典
返
し
寄
付

問
広
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
0
9
4
3・３
２・3
7
6
8

　
良
好
な
町
の
景
観
を
維
持
し
、

事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
は
り
紙
、

は
り
札
、
立
て
看
板
な
ど
の
違
反

広
告
物
を
随
時
撤
去
し
ま
す
。

　
4
月
22
日
㈮
～
28
日
㈭
、
町
内

一
円
の
違
反
広
告
物
を
撤
去
し
ま

す
。
違
反
広
告
物
設
置
者
は
自
主

的
に
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
都
市
計
画
係

☎
0
9
4
3・３
２・1
1
5
7

●�

法
令
・
規
約
な
ど
に
違
反
す
る

使
い
方
を
さ
せ
な
い

　
軽
い
気
持
ち
で
投
稿
し
た
攻
撃

的
な
言
葉
（
誹
謗
中
傷
）
が
名
誉

住
所

寄
付
者

故
人

長
延
下

梅
本
重
俊

ス
ミ
エ

古
賀

中
村
節
子

勝

内
田

秋
吉
千
春

貞
美

当
条

野
田
俊
幸

サ
ツ
子

川
瀬
北

浦
部
敏
子

健
一

吉
常

樋
口
征
男

朋
子

お知らせの
ページ

一

般

広
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す

屋
外
違
反
広
告
物
を

撤
去
し
ま
す

人の動き
令和 4 年 3 月 1 日現在

住民基本台帳から
（　）内は前月からの増減

【人口】19,364 人（-22 人）
【男性】 9,436 人（  -9 人）
【女性】 9,928 人（-13 人）
【世帯】 7,898 世帯（  +3 世帯）
【転入】44 人【転出】53 人
【出生】 9 人【死亡】22 人

火災・救急・交通事故
発生件数【2 月】
（　）内は年の累計

火災 件数 1(3) 件
損害額 0(4,171)千円

救急 件数 66(137) 件

交通
事故

件数 1(9) 件
傷者数 1(11) 人
死者数 0(0) 人

※ 調査中などで反映が遅れる場
合があります。

募集・イベント・相談など
さまざまな情報を掲載しています。

詳細はお問い合わせください。

国
民
健
康
保
険
の

税
率
を
改
定
し
ま
す

区分 令和 4年度税率 前年比

医療
保険分

所得割 6.7% ＋ 0.4%

資産割 22.0% △ 7.5%

均等割 26,000 円 ＋ 3,000円

平等割 29,000 円

改定なし後期
高齢者
支援分

所得割 2.6%

均等割 8,500 円

平等割 9,300 円

介護
保険分
(40歳～
64歳）

所得割 2.2%

均等割 10,200 円

平等割 7,500 円

※今年度から未就学児の国保税が減額されます。
※所得が低い世帯は税額を軽減する制度があります。

問問��
［
制
度
・
税
改
定
］
住
民
課
国
保
・
年
金
係

　
☎

［
制
度
・
税
改
定
］
住
民
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
0
9
4
3

0
9
4
3
・・
3
2
3
2
・・
1
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1
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1

 

1

 

1
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��
［
国
保
税
］
税
務
課
納
税
係

　
☎

［
国
保
税
］
税
務
課
納
税
係

　
☎
0
9
4
3

0
9
4
3
・・
3
2
3
2
・・
1
1
1
4

1
1
1
4

７月中旬に、
国民健康保険に加
入している皆さまへ
国保税額をお知らせ
する通知書を郵送

します

中
高
生
の
ネ
ッ
ト
利
用　
保
護
者

が
押
さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
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山
火
事
を
防
ご
う

　
こ
の
時
期
は
空
気
の
乾
燥

や
強
風
に
加
え
、
地
面
に
は

枯
葉
や
枯
草
が
多
く
た
ま
る

た
め
、
山
火
事
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
山
火
事
の
消
火
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
旦
発
生

す
る
と
一
瞬
に
し
て
貴
重
な

森
林
を
焼
失
し
、
回
復
に
も

長
い
年
月
と
多
く
の
労
力
を

要
し
ま
す
。「
空
気
が
乾
い

て
い
る
日
、
風
が
強
い
日
に

は
た
き
火
や
野
焼
き
を
し
な

い
」「
火
を
つ
け
た
ら
消
え

る
ま
で
絶
対
に
そ
の
場
を
離

れ
な
い
」
な
ど
、
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
一
人
ひ
と
り
が
注
意
す
る

こ
と
で
、
山
火
事
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
貴

重
な
自
然
を
み
ん
な
で
守
り

ま
し
ょ
う
!

八
女
消
防
本
部

▼�

審
査
申
出
期
限

　
昨
年
度
の
納

税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
日
後

15
月
を
経
過
す
る
日

問
税
務
課
課
税
係

☎
0
9
4
3・3
2・1
1
1
4

　
成
年
年
齢
は
今
年
４
月
か
ら
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
が
、
お

酒
に
関
す
る
年
齢
制
限
は
20
歳
の

ま
ま
で
す
。
飲
酒
は
体
や
心
の
発

達
が
盛
ん
な
時
期

に
悪
影
響
を
与
え

ま
す
。
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

問
久
留
米
税
務
署

☎
0
9
4
2・3
2・4
4
6
1

　
農
地
へ
の
盛
土
は
、
規
模
に

よ
っ
て
農
地
法
の
許
可
（
ま
た
は

農
地
改
良
の
届
け
出
）
が
必
要
で

す
。
農
地
に
盛
土

を
す
る
計
画
が
あ

る
場
合
は
、
事
前

に
農
業
委
員
会
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
0
9
4
3・3
2・1
8
4
1

農
地
へ
の
盛
土

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

影
響
で
期
限
ま
で
の
申
告
が
困
難

な
人
は
、
申
告
期
限
を
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
八
女
税
務
署

で
は
、
確
定
申
告
会
場
と
し
て
八

女
伝
統
工
芸
館
を
4
月
15
日
㈮
ま

で
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
日
時

　
平
日
9
時
～
16
時

※�

八
女
税
務
署
内
で
の
申
告
会
場

は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

※�

受
付
終
了
間
際
は
大
変
混
み
合

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
八
女
税
務
署

☎
0
9
4
3・2
3・5
1
9
1

　
昨
年
度
の
固
定
資
産
税（
土
地
）

の
課
税
に
お
い
て
は
、
価
格
が
上

が
っ
た
土
地
で
あ
っ
て
も
税
額
を

据
え
置
く
特
別
な
措
置
が
講
じ
ら

れ
ま
し
た
。
措
置
の
対
象
と
な
っ

た
土
地
に
限
り
、
昨
年
度
の
価
格

に
つ
い
て
審
査
の
申
出
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
（
土
地
）
の

審
査
申
出
の
特
例

申
告
期
限
を

延
長
で
き
ま
す

4
月
は
「
20
歳
未
満
飲
酒
防
止

強
調
月
間
」
で
す

　
入
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
で
、

多
く
の
人
が
引
っ
越
す
こ
の
時

期
。
住
所
を
異
動
す
る
場
合
、
市

区
町
村
窓
口
で
住
民
票
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
住
所
変
更
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　
異
動
手
続
き
は
、
国
民
健
康
保

険
や
国
民
年
金
の
資
格
確
認
、
選

挙
人
名
簿
へ
の
登
録
な
ど
に
つ
な

が
る
大
切
な
も
の
で
す
。
正
当
な

理
由
な
く
手
続
き
を
し
な
い
と
、

5
万
円
以
下
の
過
料
に
処
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
住
民
課
住
民
係

☎
0
9
4
3・3
2・1
1
1
2

　
今
年
4
月
1
日
か
ら
町
内
で
着

工
す
る
一
定
規
模
以
上
の
建
築

物
・
工
作
物
な
ど
の
解
体
・
改
修

工
事
は
、
労
働
基
準
監
督
署
と
福

岡
県
へ
、
石
綿
有
無
の
事
前
調
査

結
果
を
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。「
石
綿
事
前
調
査
結
果
報
告

シ
ス
テ
ム
」
を
使
え
ば
、
労
働
基

準
監
督
署
と
福
岡
県
の
両
方
に
1

回
の
操
作
で
報
告
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
詳
し
く

は
、
石
綿
総
合
情
報

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
八
女
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
9
4
3・2
3・2
1
2
1

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
の

し
尿
く
み
取
り
は
大
変
混
み
合
い

ま
す
。
4
月
22
日
㈮
～
5
月
9
日

㈪
に
し
尿
く
み
取
り
を
希
望
す

る
人
は
、
必
ず
4
月
15
日
㈮
17

時
ま
で
に
㈲
広
川
衛
生
社
（
☎�

0
9
4
3・３
２・0
1
0
2
）
へ

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課
生
活
環
境
係

☎
0
9
4
3・3
2・1
1
3
8

引
っ
越
し
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

他の市区町村に
転出・転入する

広川町内で
転居する

引っ越し前後 14 日以内
転出届を提出して

転出証明書を受け取る

転居日から 14 日以内
転居届を提出する

▼

転入日から 14 日以内
転出証明書を添えて
転入届を提出する

石
綿
有
無
の

事
前
調
査
結
果
の
報
告

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

し
尿
汲
み
取
り
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自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達

障
が
い
に
つ
い
て
知
る
こ
と
、
理

解
す
る
こ
と
は
、
誰
も
が
幸
せ
に

生
活
で
き
る
社
会
に
つ
な
が
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

ご
存
じ
で
す
か
?

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　
外
見
か
ら
は

わ
か
ら
な
く
て

も
援
助
や
配
慮

を
必
要
と
し
て

い
る
人
が
、
周
囲
の
人
に
知
ら
せ

る
こ
と
で
援
助
を
得
や
す
く
な
る

よ
う
作
ら
れ
た
マ
ー
ク
（
助
け
合

い
の
し
る
し
）で
す
。ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
を
身
に
着
け
て
い
る
人
を
見
か

け
た
ら
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動

を
し
ま
し
ょ
う
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

は
福
祉
係
で
入
手
で
き
ま
す
。

問
福
祉
課
福
祉
係

☎
0
9
4
3・3
2・1
1
1
3

▼�

募
集
種
目

　
①
一
般
曹
候
補
生
、

4 月 3 日㈰

広川病院 広川町 ☎ 0943-32-2001

梅野耳鼻咽喉科医院 鳥栖市 ☎ 0942-82-2318

いまやま歯科 広川町 ☎ 0943-32-7020

4 月 10 日㈰

姫野病院 広川町 ☎ 0943-32-3611

川口耳鼻咽喉科医院 久留米市 ☎ 0942-32-2107

いいだ歯科・口腔外科クリニック 八女市 ☎ 0943-24-0008

4 月 17 日㈰

姫野病院 広川町 ☎ 0943-32-3611

しろうず耳鼻咽喉科クリニック 久留米市 ☎ 0942-36-3387

いなとみ歯科クリニック 広川町 ☎ 0943-32-5123

4 月 24 日㈰

合原病院 広川町 ☎ 0943-32-0120

アルカディアクリニック 久留米市 ☎ 0942-33-8877

大淵歯科医院 八女市 ☎ 0943-23-4823

4 月 29 日㈷

ひろかわ腎クリニック 広川町 ☎ 0943-30-8001

江崎耳鼻咽喉科医院 筑後市 ☎ 0942-53-2347

堤歯科医院 八女市 ☎ 0943-37-1470

5 月 1 日㈰

横田病院 広川町 ☎ 0943-32-1115

耳鼻咽喉科　伊東医院 柳川市 ☎ 0944-72-2557

よしいずみ歯科 筑後市 ☎ 0942-42-3555

5 月 3 日㈷

姫野病院 広川町 ☎ 0943-32-3611

まえだ耳鼻咽喉科クリニック 八女市 ☎ 0943-30-1187

坂田歯科医院 筑後市 ☎ 0942-53-7089

山本歯科医院 八女市 ☎ 0943-24-3305

5 月 4 日㈷

姫野病院 広川町 ☎ 0943-32-3611

はかたみち耳鼻咽喉科 久留米市 ☎ 0942-38-0801

本田歯科医院 筑後市 ☎ 0942-53-3431

みやぞの歯科医院 八女市 ☎ 0943-42-3232

5 月 5 日㈷

姫野病院 広川町 ☎ 0943-32-3611

三橋耳鼻咽喉科クリニック 久留米市 ☎ 0942-32-2720

江﨑内科歯科医院 八女市 ☎ 0943-22-5809

吉泉歯科医院 八女市 ☎ 0943-42-3941

在宅当番医 ※診療時間は 9 時～ 17 時、事前に電話などでご確認ください。　※休日当番薬局は八女筑後薬剤師
会ホームページをご覧ください。広川町ホームページの下部「リンク集」からアクセスできます。

募
集
・
試
験

②
自
衛
官
候
補
生

▼�

応
募
資
格

　
18
歳
以
上
33
歳
未

満
で
日
本
国
籍
を
も
つ
人

▼�

一
次
試
験
日

　
①
5
月
20
日
㈮

～
5
月
29
日
㈰
の
う
ち
指
定
す

る
日

　
②
年
間
を
通
じ
て

▼�

申
込
期
限

　
①
5
月
10
日
㈫

　
②
年
間
を
通
じ
て

※�

そ
の
ほ
か
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部

八
女
地
域
事
務
所

☎
0
9
4
3・2
4・5
1
9
2

　
こ
こ
ろ
の
悩
み
や
病
気
に
つ
い

て
の
相
談
に
専
門
家
が
無
料
で
応

じ
ま
す
。
ひ
と
り
で
考
え
ず
、
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

▼�

場
所
・
日
時

　［
柳
川
総
合
庁

舎
］
第
1
・
2
㈭
、
13
時
～

15
時

　［
八
女
総
合
庁
舎
］
第

1
・
2
・
3
・
4
㈪
、
14
時
30

分
～
16
時

※
秘
密
厳
守
・
要
予
約

問 

福
岡
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境

事
務
所　
精
神
保
健
係

☎
0
9
4
4・7
2・2
1
7
6

自
衛
官
募
集

精
神
保
健
福
祉
相
談

4
月
2
日
～
8
日
は

「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」
で
す

相

談



ふるさと

再発見
広川町郷土史研究会

広川町古墳資料館だより

南北朝時代の郷土　その 4
～ 広川は戦略的要衝の地だった ～

　九州国立博物館をはじめ、福岡県内
の博物館や資料館、市町村では「九州
古墳カード」が作られています。これ
は九州各地の歴史を楽しく学べるよう
にと古墳や出土品、博物館が所蔵する
古墳時代の展示品の写真・説明がカー
ド化されたものです。

　当資料館では 4 月 10 日㈰に予定し
ていた弘化谷古墳の一般公開を中止す
る代わりに、来館記念品として希望者
へ武装石人や石棺など 4 種類のオリジ
ナルポストカードをお渡しします。当
日は壁画の説明 DVD も上映しますの
で、ぜひお越しください。 ▲武装石人のポストカード

豊
福
原
の
戦
（
第
二
次
）

　
前
号
で
述
べ
た
豊と

よ
ぶ
く
は
ら

福
原
の
戦
を

含
め
て
、
以
降
の
戦
は
菊
池
氏
を

中
心
と
す
る
勢
力
と
、
足あ

し
か
が
た
か
う
じ

利
尊
氏

が
多た

た
ら
は
ま

々
良
浜
の
戦
で
勝
利
し
、
京

都
へ
凱が

い
せ
ん旋

す
る
に
あ
た
っ
て
後
事

を
託
し
た
、
一い

っ
し
き
の
り
う
じ

色
範
氏
（
九
州

探た
ん
だ
い題

に
任
命
さ
れ
た
）
の
率
い
る

勢
力
と
の
戦
で
す
。

　
延
元
4
年
（
建
武
4
年
・
１
３

３
７
年
）
5
月
、
菊
池
家
当
主
で

あ
る
武
重
（
こ
の
年
正
月
に
は
帰

国
し
て
い
た
）
は
、
弟
の
八
郎
武

豊
を
筑
後
へ
進
出
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
武
豊
勢
の
北
上
を
知
っ
た
一
色

範
氏
は
、
佐
竹
重
義
を
急
派
し

て
小
代
重
峯
の
代
官
宇
兵
衛
経

資
（
小
代
氏
）
な
ど
の
勢
と
合
流

さ
せ
、
武
豊
勢
と
豊
福
原
で
戦
わ

せ
ま
し
た
。
こ
れ
が
第
二
次
豊
福

原
の
戦
で
す
。
小し

ょ
う
だ
い
つ
ね
す
け
も
う
し
じ
ょ
う

代
経
資
申
状
に
、

「
今
月
八
日
菊
池
八
郎
以
下
凶き

ょ
う
と徒

等
、
筑
後
国
豊
福
原
に
打
出
る
の

間
、
肥
後
国
野の

は
ら
さ
い
ご
う
ひ
と
か
た
じ
と
う

原
西
郷
一
方
地
頭

小
代
八
郎
次
郎
代
六
郎
兵ひ

ょ
う
え
の
じ
ょ
う

衛
尉
経

資
侍

さ
む
ら
い
ど
こ
ろ

所
の
手
に
属
し
、
合か

っ
せ
ん
ぐ
ん
ち
ゅ
う

戦
軍
忠

抽ぬ
き

ん
で
候

そ
う
ろ
う
お
わ
ん

訖
ぬ
云
々
」、
と
あ
る

こ
と
か
ら
も
分
か
り
ま
す
が
、
戦

の
詳
細
な
内
容
に
関
す
る
情
報
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
で
豊
福
原
の
一
帯
で
は

さ
ら
に
も
う
一
度
、
戦
の
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。

探
題
方
に
確
執
、
そ
の
隙
を
突
い
て

菊
池
武
敏
が
挙
兵

　
足
利
尊
氏
・
直た

だ
よ
し義

は
、
多
々
良

浜
の
戦
の
後
わ
ず
か
1
か
月
で
、

京
都
へ
凱
旋
し
ま
し
た
が
、
探
題

と
し
て
後
事
を
託
さ
れ
た
一
色
範

氏
と
、
九
州
土
着
の
武
将
で
あ
る

大お
お
と
も
う
じ
や
す

友
氏
泰
・
少し

ょ
う
に
よ
り
ひ
さ

弐
頼
尚
と
の
間
に

段
々
と
確
執
が
生
じ
ま
す
。
そ
の

足
並
み
の
乱
れ
を
突
い
て
4
年
前

に
は
太お

お
た
し
み
ず

田
清
水
の
戦
で
圧
勝
し
た

も
の
の
、
多
々
良
浜
で
敗
れ
、
さ

ら
に
は
六ろ

く
た
ん
が
わ
ら

段
河
原
で
惨
敗
を
喫
し

た
菊
池
武
敏
が
、
再
び
挙
兵
し
て

北
筑
後
に
進
出
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
少
弐
頼
尚
勢

は
肥
後
南
部
へ
発
向
。
一
色
範

氏
勢
は
筑
後
へ
と
発
向
し
ま
し

た
。
時
に
興こ

う
こ
く国

元
年（
歴
応
3
年・

1
3
4
0
年
）
7
月
の
こ
と
で

す
。
今い

ま
む
ら
た
か
ひ
ろ
ぐ
ん
ち
ゅ
う
じ
ょ
う

村
高
廣
軍
忠
状
に
「
筑

後
凶
徒
等
退
治
の
為
、
大
将
軍

（
一
色
範
氏
）、
去
る
七
月
廿
九
日

御
発
向
の
間
、

肥
前
国
今
村

孫
三
郎
高
廣

最さ
い
ぜ
ん前

に
馳は

せ
さ
ん参

じ
御お

ん
と
も
つ
か
ま

供
仕

り
、
豊
福
原

并
竹た

け
の
い
か

野
巳
下

所
々
に
お
い

て
軍
忠
抽
ん

で
訖
ぬ
云
々
」、

と
あ
る
の
が
こ
の
こ
と
に
関
す
る

文
書
の
一
つ
で
す
。

　
筑
後
で
の
戦
は
、
ま
た
ま
た
豊

福
原
で
始
ま
っ
た
の
で
す
。
菊
池

勢
は
こ
こ
で
勝
利
を
収
め
、
御み

い井

郡ぐ
ん

を
は
じ
め
竹た

け
の
ぐ
ん

野
郡
・
生い

く
は
ぐ
ん

葉
郡
の

諸
所
で
交
戦
す
る
こ
と
数
か
月
に

お
よ
ん
だ
後
、
い
っ
た
ん
矛ほ

こ
を
収

め
て
本
国
菊
池
へ
と
戻
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
一
連
の
戦
の
緒ち

ょ
せ
ん戦

が
、

第
三
次
豊
福
原
の
戦
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う

に
、
太
田
清
水
の
戦
（
1
3
3
6

年
2
月
）、
豊
福
原
・
六
段
河
原

の
戦
（
1
3
3
6
年
8
月
）、
第

二
次
豊
福
原
の
戦
（
1
3
3
7

年
5
月
）、
第
三
次
豊
福
原
の
戦

（
1
3
4
0
年
7
月
）
と
、
4
回

に
わ
た
っ
て
豊
福
丘
陵
か
ら
広
川

沿
い
が
主
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
一
帯
が
、
戦

略
的
に
い
か
に
要よ

う
し
ょ
う衝

の
地
で
あ
っ

た
か
の
証
左
で
す
。

千人塚・八幡菩薩塔
八女丘陵上に残る千人塚（供養塔）
で八幡菩薩とあわせ刻まれる。この
一帯で度々戦があったことの名残りと
考えられる。
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